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１．はじめに

　学校教育の情報化は、ICT機器の急速な進化をうけ、情報活用能力についても、学校教育がに
なうべき内容として位置づけられ、推進されてきた。
　平成19年度の文部科学省委託事業として先進的教育情報化推進プログラムが実施され、電子黒
板普及推進に資する調査研究［1］が行われた。その成果として電子黒板活用ガイドが作成され、こ
れには電子黒板を先生および子どもが活用する方法が具体的に示されており、初めて電子黒板を
利用する教員の入門書的な役割をしている。
　平成22年に示された文部科学省の「教育の情報化に関する手引き」［2］では、教科指導における
ICT活用として、１）学習指導の準備と評価のための教員によるICT活用、２）授業での教員によ
るICT活用、３）児童生徒によるICT活用の３つが示されており、教科の目標を達成するために
教員や児童生徒がICTを活用することが求められている。
　しかし、平成24年度学校における教育の情報化の実態等に関する調査結果［3］によると、2013
年３月の時点で、全国の公立学校（小学校、中学校、高等学校、中等教育学校及び特別支援学校）
における電子黒板を導入している学校は74.7％であるが、普通教室への導入に着目するとわずか
5.9％である。このように、パソコン教室などに設置された電子黒板を共用で利用することは出来
るが、普通教室での授業で日常から利用できるとは言い難い状態である。
　多くの教科においてはデジタル教科書や参考資料が数多く出版され、共用の電子黒板で利用し
ている例は数多く見られる。しかし、音楽科においては、旧来からCDやDVDが活用されている
こともあり、デジタル教科書や参考資料の出版数は比較的少ない。そこで、共用で設置されてい
る電子黒板を利用するなど、積極的にICTを活用した授業の提案がなされてきた［4］～［8］。
　小学校音楽科における電子黒板の利用に関する先行研究を調べてみると、山本ら（2013）［9］は、
児童のリコーダーの演奏をiPadで録画・録音し、それらを電子黒板に投影し、児童の演奏をクラ
ス全員で評価することで、演奏技術を客観的に捉えられる実践報告を行っている。
　橋爪ら（2014）［10］は、鑑賞学習において、学習者がどこで楽曲の場面の変化を感じたのかを明
らかにする活動を行い、学習者が変化したと感じるところが異なることを動画によって可視化し、
意見交流し合う授業を実施している。その結果、学習者が楽曲の場面分けを行うことで根拠を明
らかにした意見交流が可能となり、鑑賞が深まることを明らかにしている。
　また、山本ら（2013）［11］は、電子黒板とタブレット端末を利用することで、提示・共通・評価
の３つの学習過程より効果的になることを示している。
　波多江（2013）［12］は、小学１年生を対象に電子黒板に投影したハーモニカを示し、どのように
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音を出すかの説明に利用している。この実践では、導入における学習効果と、低学年であっても
学び合いができることを示している。
　このように、音楽科における電子黒板の利用実践の報告が近年なされるようになってきた。し
かし、報告の数はまだ少なく、これらの実践だけでは効果測定が十分だとは言い難い。
　そこで本研究では、小学校音楽科において、学校に導入された電子黒板を利用して授業を実施し、
ICT特有の効果的な学習を目指すとともに、表現領域・鑑賞領域における電子黒板を活用した指
導過程を検討し、電子黒板を用いた教員の指導力を育成することを目的とした。
　また、児童に対して実験授業の前後に質問紙による調査を行い、電子黒板を用いた場合に、児
童がどの程度興味・関心を抱いているのかを確認するところまでを研究の目標と定めた。

２．教材の作成と指導計画

2-1　使用する教室および機器
　実験授業は、実践校の音楽室を利用し、使用する機器は、各学校に配備されている共用のタッ
チディスプレイと付属のWindows 7搭載PCを用いた。この機器を用いることにより、教師が普
段利用しているPCで作成したPowerPointなどのプレゼンテーションや、画像、動画などを表示
することができる。また、表示している画面に対して、タッチペンや指での書き込み、指し示し、
拡大・縮小などの機能も搭載している。そのため、教師が児童を注目させ、一斉指導をするのに
適している。

2-2　電子黒板で利用する教材の作成
　電子黒板で利用する教材は、教員が使用しているWindows 7のPCにインストールしている
Microsoft PowerPoint 2010を用いて作成した。楽譜や参考資料などの紙媒体については、スキ
ャナを用いて電子化し、PowerPointのスライドに貼り付けた。PowerPointは導入している学校
や教員が多く、汎用性が高いため、複数の教員が共同で作成したり、教材の共有化も可能である。
また、電子黒板を使わなくても、旧来型のプロジェクタとスクリーンを使った授業にも流用するこ
とができる。このような理由から、本研究で使用する教材は、PowerPointを使用して作成した。

2-3　作成における留意点
　旧来型の授業では、児童が自身の教科書上で「耳から得る教師の指導情報」を元に問題を解決
する学習であった。しかし、電子黒板で利用する授業では、児童が「電子黒板上で行なわれる教
師の明示的な指導」で問題を解決する学習である。そのため、教材の作成にあたっては、児童が
電子黒板上から効果的な情報を得られる学習を実施することを念頭に作成した。

３．電子黒板を活用した音楽科の実験授業

3-1　実験授業の目的
　６年生を対象とした電子黒板を活用した音楽科の実験授業の目的を下記に示す。
①�小学生を対象とした、電子黒板を活用した音楽科の授業を設計するにあたり、音楽科に対する

児童の実態を調査する。
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②小学生を対象に電子黒板を活用した実験授業の理解の程度や反応を調査する。
③表現領域および鑑賞領域における電子黒板を活用した授業を開発する。
④�電子黒板を活用した実験授業を実施した教員に対して、電子黒板を使用する場合としない場合

での授業のやりやすさについて調査する。
以上の４点を目的とし、実験授業を実施した。

3-2　実験授業の実施期日および対象
　実験授業は、2014年６月に、Ｓ県のＡ公立小学校６年１組の児童27名を対象に、表現領域の歌
唱・器楽および鑑賞領域について、それぞれ１校時時間（45分）ずつを配当し実施した。児童の
内訳は、男子15名、女子12名である。実験授業は、実験校の音楽専科の教員が実施した。

3-3　実験授業の学習課題
　実験授業の学習課題は下記の通りである。
　（1）表現領域の歌唱分野
　「歌詞の内容や曲想にふさわしい表現を工夫し、想いや意図をもって歌おう」
　（2）表現領域の器楽分野
　「曲想を生かした表現を工夫し、想いや意図をもって演奏すること」
　（3）鑑賞領域
　「音楽を形づくっている要素のかかわり合いを感じ取り、楽曲の構造に気を付けて聴こう」

3-4　調査の手続き
　授業に先立ち、音楽科に対する意識に関する事前調査を質問紙にて実施した。事前調査終了後、
実験授業を実施し、授業終了後に質問紙による事後調査を行った。調査項目はほとんどが４件法で、
事前調査項目は、「音楽の授業は好きか」、「歌うことは好きか」、「音楽を聴くことは好きか」など
である。事後調査項目は、「電子黒板を使った授業はわかりやすいか」、「授業の内容は理解できた
か」、「授業の感想（自由記述）」などとした。

3-5　実験授業の内容
　実験授業の授業展開は下記の通りである。
　（1）表現領域の歌唱分野
　本時のねらいは、「『おぼろ月夜』の歌唱を通して、ことばで感じて歌うことができる」とした。
電子黒板では、楽譜・歌詞・情景写真などの提示を行い、歌詞から受け取る印象の促進を図った。
また、重要な部分等は教師が書き込みを実施、繰り返し表示した。授業の流れに沿った自作のワ
ークシートを併用し、実施した。授業展開を表１に示す。
　（2）表現領域の器楽分野
　本時のねらいは「『ラバースコンチェルト』を通して、ハーモニーを感じながら演奏することが
できる」とした。電子黒板では、楽譜・旋律を聞きわけるポイントなどの提示を行い、ハーモニー
を感じることの促進を図った。また、重要な部分等は教師が書き込みを実施したり、繰り返し表
示した。授業の流れに沿った自作のワークシートを併用し、実施した。本時の展開を表２に示す。
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表１　表現領域歌唱分野の授業展開

学習活動と内容 電子黒板の活用
導
入

・既習曲を歌い学習する雰囲気をつくる。

・本時の「めあて」を提示し、学習の意欲化を図る。

・既習曲の楽譜提示
　＊注意事項を書き込む
・「めあて」の提示

「ことばを感じて歌おう！」
展
開 ・楽譜を提示し歌わせることで全体像を思い起こさせる。

・歌詞を提示し、言葉の意味・情景を喚起させる。
・情景写真の提示により、より鮮明に歌詞のイメージを
とらえさせる。
・表現の重要な部分には書き込みを入れて注意を喚起さ
せ、表情豊かに歌わせる。

おぼろ月夜
・楽譜の提示
・歌詞の提示
・情景写真の提示
重要な部分等は教師が書き込みを実施

（必要に応じて、これらを繰り返し提示）

ま
と
め

がんばりカードに評価を記入
・「めあて」の達成度
・授業の感想など

・「めあて」の再提示
「ことばを感じて歌おう！」

表２　表現領域器楽分野の授業展開

学習活動と内容 電子黒板の活用
導
入

・既習曲を歌い学習する雰囲気をつくる。

・本時の「めあて」を提示し、学習の意欲化を図る。

・既習曲の楽譜提示
　＊注意事項を書き込む
・「めあて」の提示

「ハーモニーを感じて演奏しよう！」
展
開

・リコーダー基本練習をし、運指に慣れさせる。
・楽譜全体提示から、パートの位置を確認させ、練習さ
せる。
・拡大楽譜を使い、書き込みを入れ、運指の確認やメロ
ディラインの重要性を知らせ、演奏させる。
・楽譜全体提示から、４つの旋律の役割・縦の重なりが
ハーモニーであるという音楽構造を知らせ、演奏を通し
て、体感させる。

ラバースコンチェルト
・楽譜全体の提示

・拡大楽譜の提示
・ポイントの提示
①主旋律
②かざりの旋律
③響きを作る和音
④響きを支える低音
重要な部分等は教師が書き込みを実施

（必要に応じて、これらを繰り返し提示）
ま
と
め

がんばりカードに今日の評価を記入
・「めあて」の達成度
・授業の感想など

・「めあて」の再提示
「ハーモニーを感じて演奏しよう！」

　（3）鑑賞領域
　本時のねらいは「『歓喜』を通して、重なり合う音の響きを味わうことができる」とした。電子
黒板では、鑑賞のポイント・情景写真・作曲された背景・作曲者紹介・同じ旋律を違う楽器で３
回演奏していることについて・オーケストラとは何か・楽器の種類などの提示を行い、重なり合う
音の響きを味わうことの促進を図った。また、重要な部分等は教師が書き込みを実施、繰り返し
表示した。授業の流れに沿った自作のワークシートを併用し、実施した。本時の展開を表３に示す。
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４．電子黒板を活用した実験授業結果と考察

4-1　事前調査の考察
　電子黒板を使用する前に実施した事前調査項目と結果を表４に示す。
　調査項目１の「歌唱」および調査項目３の「鑑賞」については、４件法で3.4と比較的高い結果
となった。これは、音楽科の授業だけでなく、携帯型音楽プレーヤーの普及やカラオケなど、日
常生活において鑑賞や歌唱と触れ合う機会が多く、娯楽の要素が大きくなり、これらが好きな児
童が多かったものと推測される。これに対して調査項目２の「演奏」については、４件法で3.1で
あり、楽器の演奏にはあまり馴染みが無いものと思われる。男女別に見ると、調査項目１が男子
3.5、女子3.3、項目２が男子3.2、女子3.0、項目３が男子3.4、女子3.5であった。３領域を比較
してみると、男子は歌唱好きが多く、女子は演奏が比較的好きではないことがわかった。また、音
楽科の授業については、調査項目４の「楽しい」が４件法で3.1、調査項目５の「好き」が４件法
で3.3であった。男女別にみても、調査項目４が男子3.1、女子3.2、項目５が男子3.3、女子3.2と
ほとんど差はなく、対象の児童は比較的音楽科の授業を楽しく感じており、音楽科の授業が好き
な児童が多いという児童の実態が明らかとなった。

4-2　事後調査の考察
　表５に事後調査項目とその結果を示す。全体的に４件法で3.0以上の数値となった。特に歌唱に
ついては、調査項目６の楽しさが3.7、調査項目７のわかりやすさが3.8、調査項目８の電子黒板
と普通の黒板のどちらが良いかが3.8となり、特に高い結果が得られた。
　表６には、事前調査と事後調査における「授業の楽しさ」と「授業の好感度」の項目について
統計処理を施した結果を示す。その結果、表現領域の歌唱分野における「授業の楽しさ」につい

表３　鑑賞領域の授業展開

学習活動と内容 電子黒板の活用
導
入

・本時のめあてを提示し、学習の意欲化を図る。 ・めあての提示
「重なり合う音のひびきを味わおう！」

展
開

・予備知識無しの状態で、曲を聴かせ、場面を想起させ
ることによって、児童の意識集中を図る。
・楽曲について画像を使い、児童の興味関心を維持させ
ながら、説明する。
・最後に画像写真を提示しながら聴かせ、感想を自分の
言葉でまとめて書かせる。

歓喜
・鑑賞のポイント
　・何をしている？
　・どんなところ？
・情景写真の提示
・作曲された背景
・作曲者の紹介
・同じ旋律の違い
・オーケストラとは
・楽器の種類と配置
重要な部分等は教師が書き込みを実施

（必要に応じて、これらを繰り返し提示）
ま
と
め

がんばりカードに今日の評価を記入
・めあての達成度
・授業の感想など

・めあての再提示
「重なり合う音のひびきを味わおう！」
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ては、t検定（両側検定）の結果（t=-2.4、p<0.05）には有意差があり、授業が楽しいことが示さ
れた。その他の項目について有意差は見られなかった。この結果から、電子黒板を使用した場合
であっても、児童における「授業の楽しさ」や「授業の好感度」にはほとんど影響を及ぼさない
ことが示された。ただし、表現領域の歌唱分野においては、特出して「授業の楽しさ」に有意差
が見られ、電子黒板を使用した授業は、特に歌唱において有効であることが示された。

4-3　児童の意見
　授業後に実施した調査項目６「授業は楽しかったか？」、調査項目７「授業はわかりやすかった
か？」の理由に書かれた児童の自由記述を以下に示す。
　肯定的な意見が大多数で、具体的には、先生の説明が楽譜のどこのことを言っているのか電子
黒板で示されるので良くわかる、写真が表示されるので曲のことを想像しやすい、大切な所や気
をつけた方が良いところが良くわかったなど、音楽科で教師が行うのが難しい楽譜の板書を電子
黒板で解決している点、電子黒板によって授業に変化を持たせ、児童の注目を集められている点
などが挙げられた。一方、課題点としては、席が後ろの方なので電子黒板が見にくかった、先生
が操作を間違うことがあったなどが挙げられたが、記載数は、楽しかった点に比べて少なかった。

4-4　授業者の意見
　実際に本実験授業を実施した教師から挙げられた意見を以下に示す。
　授業をする上で効果的だったこととして、歌や演奏を開始するところを楽譜で示せること、パー
トを色別で示せること、強弱記号や演奏順を確認できること、リコーダーの指使いなどを目で見て
確認できること、画像や写真を見せることができることなどを挙げている。特に鑑賞の授業では、
画像や写真を見せることが効果的だった。また、児童が目で見て確認することができ、児童たち
が楽譜を見る機会につながった。

表４　事前調査（電子黒板使用前）の項目とその結果

Ｑ１：歌を歌うのは好きですか？ （４件法 3.4） Ｑ４：音楽の授業は楽しいですか？ （４件法 3.1）
Ａ：好き 31人（61％） Ａ：楽しい 21人（41％）
Ｂ：どちらかといえば好き 13人（25％） Ｂ：どちらかといえば楽しい 19人（37％）
Ｃ：どちらかといえば嫌い ５人（10％） Ｃ：どちらかといえば楽しくない ８人（16％）
Ｄ：嫌い ２人（４％） Ｄ：楽しくない ３人（６％）

Ｑ２：楽器の演奏は好きですか？ （４件法 3.1） Ｑ５：音楽の授業は好きですか？ （４件法 3.3）
Ａ：好き 19人（37％） Ａ：好き 24人（47％）
Ｂ：どちらかといえば好き 20人（39％） Ｂ：どちらかといえば好き 17人（33％）
Ｃ：どちらかといえば嫌い 10人（20％） Ｃ：どちらかといえば嫌い ９人（18％）
Ｄ：嫌い ２人（４％） Ｄ：嫌い １人（２％）

Ｑ３：音楽鑑賞は好きですか？ （４件法 3.4）
Ａ：好き 28人（55％）
Ｂ：どちらかといえば好き 20人（39％）
Ｃ：どちらかといえば嫌い ３人（５％）
Ｄ：嫌い １人（１％）
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　授業をする上での課題点として、板書（大切なこと）が流れてしまい残らないこと、楽譜が小
さくて見えないと児童が感じる部分がある、特に合唱で立って歌う時には見えないことが多かった
などを挙げている。
　児童の反応に関する効果的だったことについては、画像や写真を見ることができるのでイメー
ジしやすいこと、目で見て楽譜を確認できること、演奏順を見て確認できるためわかりやすいこと
などが挙げられた。
　児童の反応に関する課題点としては、電子黒板だと文字が小さくて見えないことがある、板書
が残らないため本時の目標や鑑賞時のヒントを見ることができない、頭の中でのまとめがしづらい
などが挙げられた。
　今後、電子黒板をどのように活用していくと良いかという点に対しては、電子黒板だけでなく普
通の黒板を併用していく方が良い、楽譜がはっきりと見えない児童には譜面台などを使って教科
書を用いる、大切な部分はメモやスライドをもう１枚作るなどして確認する必要がある、歌唱に関

表５　事後調査の項目とその結果

歌唱 演奏 鑑賞
Ｑ６：授業は楽しかったか？ 4件法 3.7 4件法 3.4 4件法 3.3

Ａ：楽しかった 20人（74%） 13人（57%） 11人（44%）
Ｂ：どちらかと言えば楽しい 5人（19%） 7人（30%） 11人（44%）
Ｃ：どちらかと言えば楽しくない 2人（  7%） 3人（13%） 3人（12%）
Ｄ：楽しくない 0人（  0%） 0人（  0%） 0人（  0%）

Ｑ７：授業はわかりやすかったか？ 4件法 3.8 4件法 3.6 4件法 3.5
Ａ：わかりやすい 22人（79%） 14人（64%） 15人（60%）
Ｂ：どちらかといえばわかりやすい 5人（18%） 7人（32%） 8人（32%）
Ｃ：どちらかといえばわかりにくい 1人（  4%） 1人（  5%） 2人（  8%）
Ｄ：わかりにくい 0人（  0%） 0人（  0%） 0人（  0%）

Ｑ８：電子黒板と黒板どちらが良いか？ 4件法 3.8 4件法 3.5 4件法 3.5
Ａ：電子黒板 21人（84%） 15人（65%） 16人（64%）
Ｂ：どちらかといえば電子黒板 4人（16%） 6人（26%） 28人（21%）
Ｃ：どちらかといえば普通の黒板 0人（  0%） 1人（  4%） 1人（  4%）
Ｄ：普通の黒板 0人（  0%） 1人（  1%） 1人（  4%）

Ｑ９：音楽の授業は好きですか？ 4件法 3.3 4件法 3.3 4件法 3.2
Ａ：好き 13人（48%） 13人（50%） 9人（36%）
Ｂ：どちらかといえば好き 9人（33%） 8人（31%） 13人（52%）
Ｃ：どちらかといえば嫌い 4人（15%） 5人（19%） 3人（12%）
Ｄ：嫌い 1人（  4%） 0人（  0%） 0人（  0%）

表６　事前調査と事後調査の比較

歌唱 演奏 鑑賞
事前 事後 事前 事後 事前 事後

Ｑ４、Ｑ６：授業は楽しいですか？ 3.1  3.7* 3.1 3.4 3.1 3.3
Ｑ５、Ｑ９：音楽の授業は好きですか？ 3.3 3.3 3.3 3.3 3.3 3.2
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しては立って歌うと電子黒板が見えない児童がいるので席をパート別にする方法も考えられる、
鑑賞の授業で考えをまとめる時に良い答えを書けるヒントを板書に残しておく必要があると感じ
た、などが挙げられた。
　また、市の教育委員会による指導訪問においても、電子黒板を用いた音楽科の授業を実施した。
指導主事からは、指導内容がわかりやすく画期的な音楽科の授業であるとの意見をいただいた。

4-5　電子黒板と従来の黒板のバランス
　楽譜を示したり、パートを色別で示したり、歌や演奏の開始するところを明示的に示せるなど、
従来の音楽科の授業では出来なかったことが、電子黒板を利用することによって出来るようにな
った。これは、教師が児童に対して明確な指示を出せるようになったと同時に、児童には言葉で
はわかりにくい部分の理解が促進されるようになった。これにより、授業の進行がスムーズになっ
ただけでなく、児童の理解度を向上させることができた。
　また、本実験授業では、電子黒板のみを用いて従来の黒板は使用しなかった。そのため、本時
の目標や鑑賞のヒントなどが残らず、児童が授業中に常時確認することが出来なかった。このよ
うに、授業中に児童がいつでも確認できるようにすべき事柄については、従来のように板書を残
すなど、常に示しておける工夫が必要となる。
　このように、電子黒板は従来の黒板に取って代わる万能なものではないため、画像・動画・楽
譜の表示・指使いの表示など、板書では難しい点については電子黒板を用い、本時の目標や鑑賞
のヒントなど、授業中に長く提示しておきたい内容については板書を用いるなど、電子黒板と従来
の黒板を用いた板書のバランス良い使い分けが必要であると思われる。

4-6　本実験授業からの知見の整理
　上記に示したデータおよび児童・授業者からの意見を踏まえ、本実験授業を通して、電子黒板
を活用した授業の効果は、以下の通りであると推測することができる。
　①児童が授業をわかりやすいと感じる
　②電子黒板を使った方が良いと感じる
　③授業の楽しさには概ね影響しない
　④音楽科の授業が好きか否かには影響しない
　以上のことから、電子黒板を活用した授業は、児童に授業内容をわかりやすくすることが出来
たと推測される。

５．他学年および他校での実験授業

5-1　実験授業の目的
　６年１組での実験授業を通して、電子黒板を活用した音楽科の授業では、児童が授業をわかり
やすいと感じること、電子黒板を使った方が良いと感じること、授業の楽しさには概ね影響しない
こと、音楽科の授業が好きか否かには影響しないことが推測された。これらの推測について、さ
らなる確証を得るため、より多くの児童に対して実験授業を行うこととした。
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5-2　実験授業の実施期日および対象
　実験授業は、2014年６月から７月にかけて、Ｓ県Ａ公立小学校の６年２組26名、４年１組35名、
およびＳ県Ｂ公立小学校の６年生79名に同様の授業を展開した。各クラスの授業進度の関係上、
Ａ公立小学校の６年２組以外は１つの分野しか実践することが出来なかった。なお、調査の手続
きは同様であり、学習内容の課題は各クラスの進度に合わせて設定した。
　実験授業は、実験校において普段から音楽科の授業を実施している音楽専科の教員が実施した。

5-3　実験授業の結果と考察
　表７に実験授業における事後調査の結果、表８に「授業の楽しさ」と「授業の好感度」に関す
る事前・事後の比較（ｔ検定の結果）を示す。
　先行して実施した６年１組の授業から得られた電子黒板を活用した音楽科の授業では、児童が
授業をわかりやすいと感じること、電子黒板を使った方が良いと感じること、授業の楽しさには概
ね影響しないこと、音楽科の授業が好きか否かには影響しないという結果が本実験授業でも得ら
れた。
　３分野の授業を実施した６年２組の授業結果に注目すると、歌唱分野で授業の楽しさが3.5、授
業のわかりやすさが3.3と他の領域に比べて高く、先行して実施した実験授業と同様の結果が得ら
れた。また、４年１組の鑑賞分野の授業に注目すると、授業の楽しさが3.8、授業のわかりやすさ
が3.7、電子黒板と従来の黒板のどちらが良いかが3.7、音楽の授業は好きかが3.5と高い結果が得
られた。本クラスは事前調査が実施できなかったため、事前事後の比較を行うことはできないが、
児童の自由記述には、電子黒板の写真を見ながら曲のことを想像できた、音楽を聞くのが楽しく
なった、電子黒板があるとわかりやすいなどの意見が挙げられ、電子黒板を使った授業が児童に
受け入れられている実態を把握することができた。

表７　他クラス・他校での実践結果（４件法）

Ａ公立小学校 Ｂ公立小学校
６年２組 ４年１組 ６年１組 ６年２組

歌唱 演奏 鑑賞 鑑賞 演奏 演奏
授業は楽しかったか？ 3.5 2.8 3.2 3.8 2.9 3.4
授業はわかりやすかったか？ 3.3 2.8 3.0 3.7 3.1 3.3
電子黒板と黒板どちらが良いか？ 2.8 2.3 3.0 3.7 2.8 2.6
音楽の授業は好きですか？ 3.4 3.0 3.2 3.5 2.7 3.2

表８　他クラス・他校を含めた事前・事後の比較（ｔ検定）

Ａ公立小学校 Ｂ公立小学校
６－１ ６－２ ４－１ ６－１ ６－２

歌唱 演奏 鑑賞 歌唱 演奏 鑑賞 鑑賞 演奏 演奏
授業は楽しいですか 0.02* 0.21 0.41 0.19 0.15 0.98 ― 0.41 0.34
授業は好きですか 0.80 0.99 0.72 0.28 0.54 0.83 ― 0.97 0.81
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６．実験授業後の改善点と今後の展望

　本研究で実施した電子黒板を用いた音楽科の授業とデジタル教科書を用いた授業との大きな違
いは、使用する教材を教師自身が作成できることにある。今回の実験授業は、PowerPointを使っ
た実践であった。題材目標を達成するために、教師は、必然的に教材研究し、自分の考える授業
の流れを組み立てる。クラスの実態に即した提示の仕方・確認事項・基本事項の提示が工夫でき
るところにその良さがある。
　今後の充実を図るため、以下の６点を確認事項として進め、実践改良を行っている。

①実施している授業に流れている普遍的な内容である「めあて」は従来の黒板を使用し、学習
活動に関する楽譜・指示・確認事項・基本事項等は電子黒板を使用することを大前提とする。

②本校の音楽科授業の基本的な流れを作成し、PowerPointを使ったプレゼンテーションにして
おく（本年度から順次作成し活用する）。

③楽曲に応じたフォルダを作成し、必要な楽譜やその他の資料・画像等を収集し保管しておく。
④学年フォルダを作成し、楽曲フォルダに保存し整理しておく。
⑤授業者は、事前に実施授業学年フォルダから楽曲を選び、プレゼンテーションを自分の授業

に合うように組み換え実践する。
⑥授業者が必要と思われる新たな情報があり活用した時は、別ファイルとして保存しておく。

　また、今後の電子黒板に対応した教材作成に向けて、Ｓ県Ａ公立小学校において、表９に示す
ガイドラインを作成し、担当教員間で確認した。このガイドラインは他教科の教材作成にも活か
せる内容である。

表９　音楽科電子黒板データのまとめ方

１．音楽科フォルダの作成
①学年別フォルダの作成
・歌唱・器楽・鑑賞　３領域のデータ保存
・題材（楽曲）別に関連資料データを入れる
＊プレゼンデータ・関連資料・ワークシート等

【注意】共通教材を外さない
共通事項を必ず押さえる
②授業実施した時
・今回の取り組みの良さは、授業者が考える授業

（授業の流れ）を意図的に変えられるところにあ
る。
このよさを最大限に生かし、授業スタイルとして
推進していく。
・工夫改善した時は、そのまま上書き保存し、
次回に生かす。
・音楽担当教師への伝達を忘れない。

２．通常黒板と電子黒板の役割分担
①普遍的な内容は通常黒板
・めあて・流れ等を明確に提示
②学習活動・説明・指示等は電子黒板
・学習活動の充実
③がんばりカードの「自分の言葉で書く作業」

を重視する。

３．共通データの扱い
①校歌の楽譜
②音楽朝会の楽譜
・音楽ファイルに別に保存し、そこから活用

する。

　また、実験授業後も継続的に電子黒板を活用した授業を実施している。実験授業で得られた知
見をもとに改良し、授業のめあてや授業の流れ、ポイントになる事項については、従来の黒板に
板書を残しておき、解説や児童にイメージさせる場面で電子黒板を活用するなど、その役割を明
確にして利用している。これにより、電子黒板を活用する場面では、画面が動くので、集中力が
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切れやすい共通事項などの説明もしっかりと聞く児童が多くなった。また、児童がワークシートを
記入する際には、従来の黒板のヒントに参照するなど、児童もこのスタイルの授業に慣れてきて
いる。本研究における実践校においては、このように電子黒板を活用する音楽科の授業スタイル
が定着しつつある。

７．おわりに

　本研究では、公立小学校において、音楽科における電子黒板の活用に関する授業実践を実施した。
本実験授業で得られた知見を下記に示す。

①一般的な公立小学校の小学生を対象に、音楽科において電子黒板を活用する学習指導を構想
し、実験授業を実施した。

②歌唱・器楽・鑑賞の３つの分野においては、小学生は器楽に比較的馴染みがないという実態
を掌握した。

③実践授業の結果、電子黒板を使った方が、児童が授業をわかりやすいと感じること、電子黒
板を使った方が良いと感じることを把握した。

④その授業に流れている普遍的な内容「めあて」は従来の黒板、学習活動に関する楽譜・指示・
確認事項・基本事項等は電子黒板を使用する方が効果的であることを把握した。

　以上の結果より、実験授業を通して小学校音楽科における電子黒板の活用における児童への効
果と授業を実施する上での配慮点について提示することができたと推察される。
　また、電子黒板を活用した結果として、「児童の視線が電子黒板に集中し、教師の指示が通る」
という、これまでにはできなかったことが可能になったことに大きな意義があった。
　今回の研究を通して、改めてわかったことは、歌唱指導は、「電子黒板が指揮者の役目となり」
クラス全員の歌う意欲がひとつにまとまること。器楽指導や鑑賞指導では、説明や指示まではひと
つになりうるが、その先「楽器練習・鑑賞のまとめ」は個にもどるということである。
　引き続き小学校音楽科において電子黒板を活用するための教材開発を実施するとともに、それ
を活用するための教師のスキルアップについても、電子黒板を活用した授業実践や校内での研修
等を通して実施していきたいと考えている。
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Abstract
This paper, in the general public elementary school is a teaching practice report that intro-

duced the electronic whiteboard in class of music department. Experimentally results of imple-
menting classes and those classes to take advantage of electronic whiteboard, child was suggested 
that feel easily understand the course content. In addition, mercenary class utilizes the traditional 
blackboard, instructions and musical score and confirmation matters related to learning was to un-
derstand that those who were using the electronic whiteboard is effective. And, we were able to 
present about to be considered in order to implement effective and lessons to children in the use of 
electronic whiteboard in elementary school music department throughout the experiment class. 
Moreover, by utilizing the electronic whiteboard in classroom elementary school music depart-
ment, it was shown that “Child gaze focused on electronic whiteboard, teacher instruction is trans-
mitted.”

Keywords : electronic whiteboard, music class, music representation, music appreciation


